




 

母体がウイルスに感染したゝめに胎児に影響を及ぼし,流産死産あるいは奇形

発生が起こる危険に就いては,風疹・ヘルペス群(ヘルペス・サイトメガロ・帯

状庖疹水痘)・B型肝炎・マンプス・インフルエンザなどにその可能性があるが,

現在風疹に就いてはすでに姙娠 3ケ月以内の母体感染で奇形の生ずる例は世界

各国で報告されており,わが国でも先年の沖縄での流行時にその例が見られた

のであるが,他のウイルスに就いてはいろいろの調査技術上の困難があって確

かな因果関係を追きとめるのが難しい。 


